
［講　　師］

［講演要旨］

　澤井 繁男　　　作家、元 関西大学文学部教授
1954年札幌市生。道立札幌南高校から東京外国大学伊語科を経て、京都大学大学院文学研究科博士課程満期退学。東外大論文
博士（学術・1999年）。4半世紀大手予備学校で英語の教鞭を執って、2004年関西大学文学部教授に就任（2019年3月末日を以て定
年退職）。目下、非常勤講師。放送大学（大阪）の非常勤講師も務める。専門はイタリアルネサンス文学・文化論。小説家としても商
業誌で活躍。マキァヴェッリ関連書には、『マキァヴェッリ、イタリアを憂う』（講談社）、バウズマ著（拙訳）『ルネサンスの秋』（みすず
書房）、三部作『若きマキァヴェッリ』（東京新聞社）、『外務官僚マキァヴェッリ』（未知谷）、『助教 横田弘道・ダヴィデ像』（水声社）。
その他のイタリア関連書、創作集多数。

タイトルに２つの英単語を置いたのは、宗教（倫理の世界）と方途（道徳の世界）をわかりやすく説くためで、その個所を『君主
論』から引用して解説。以後の引用は原典イタリア語とペンギン版英訳、それに参考図書で挙げている翻訳書の３種類を用い
て熟読してゆく。また、著名な「目的のためには手段を選ばず」の信憑性を『君主論』のなかで確認する。さらにマキァヴェッリ
が理想とした「市民型の君主制」について歴史的観点から考えてみる。最後に、古典古代（異教の世界）崇拝者だったマキァヴ
ェッリにとって宗教とは何であったかを問うとともに、マキァヴェッリとは正反対の立ち位置で社会を見つめたジョヴァンニ・
ボテロにも言及できれば、と願っている。
　ニッコロ・マキァヴェッリ：1469～1528年
　ジョヴァンニ・ボテロ：1544~1617年 ［参考図書］

ご講演の内容の理解を促進するために次の図書が有益です。
マキアヴェリ（池田　廉〔きよし〕訳）『君主論』（中公クラシックス,2001）

shouldの世界とhow to の世界を問う。
統治理論の探求者『ニッコロ・マキァヴェッリ』

政治・経済

〒619-0225　京都府木津川市木津川台9丁目3番地

2020年11月5日（木）  18：00～20：00

2020年11月4日（水）

国際高等研究所コミュニティホール

2,000円（お釣りのないようご協力ください）
ホームページからお申し込み下さい
https://www.iias.or.jp/communication/goethe

25名（先着順・定員になり次第締切）

第    83   回

ゲーテの会事務局
Tel : 0774-73-4000 　e-mail : goethe0828@iias.or.jp
主催：公益財団法人国際高等研究所

ゲーテの会
満月の夜開くけいはんな哲学カフェ

日　時

会　場

参加費 定　員

締　切申し込み

「ゲーテの会」開催にあたり…
・　当面は飲食のご提供を控えさせていただきます
・　講師および参加者同士の懇談、交流をお控えいただきますようお願いいたします
・　申込時に氏名と連絡先のご提供をお願いいたします
・　周辺地域での感染拡大の可能性が報告された場合は開催を中止する場合があります　
　  のでご了承ください

お問い合わせ

新型コロナ
ウイルス

感染拡大防
止のため

内容を変更
して開催

します

日本と世界の歴史の転換点で、転轍機
を動かした「先覚者」の事跡をたどる

「新しい文明」の萌芽を探る



国際高等研究所へ来所いただく方へ

当研究所では新型コロナウイルス感染防止のため、感染予防対策を実施したうえで
本イベントを開催いたします。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

なお、詳細につきましては、下記ＵＲＬに掲載の「国際高等研究所交流事業感染拡大
予防ガイドライン」をご覧ください

http://www.iias.or.jp/about/disclosure QRコードの読み取りは
こちらから→

お問い合わせ

ゲーテの会事務局 Ｔｅｌ. ０７７４－７３－４０００

Ｅ－Ｍａｉｌ：ｇｏｅｔｈｅ0828@iias.or.jp

主催：公益財団法人国際高等研究所

お知らせとお願い

• 入口で検温を実施いたします。37.5度以上の発熱者は入場をご遠慮いただきます
• 咳・咽頭痛などの症状がある方は参加をご遠慮いただきます
• 人と人との距離を確保いただきます
• 咳エチケットをお守りください
• ご歓談は出来る限りお控えください
• マスクの着用をお願いいたします
• 石鹸による手洗い、手指の消毒にご協力ください
• 高齢者および持病のある方は、ご自身の体調を十分考慮のうえご参加ください

当日のプログラム

17：30～ 受付
18：00～19：00 講師による講演
19：00～19：15 休憩
19：15～20：00 質疑応答

けいはんな哲学カフェ「ゲーテの会」とは

けいはんな学研都市の建設理念は、「従来の近代科学
技術文明を乗り越え、新たな地球文明を創造するため
に、⻄欧が⽣み出した文明の成果と自らに固有の東洋
的文化を統合する」ことにあります。
研究所の庭園にあるゲーテの胸像はその理念のシンボ
ルです。満月の夜は国際高等研究所で、人類の未来と
幸福、そしてけいはんな学研都市について考えてみま
せんか。

http://www.iias.or.jp/about/disclosure
mailto:0828@iias.or.jp

